
○
舎
利
殿

〔
開か
い

山さ
ん

堂だ
う

の
後
山
に
あ
り
。
額
舎
利
殿
と
書
す
、
隠
元
の
筆
〕

勅
書
額

〔
堂
内
に
掲
る
、
後ご
み

水づ
の

尾を
の

帝
よ
り
舎
利
を
隠い
ん

元げ
ん

和
尚
に
賜
る
勅
書
な
り
。
其
文
に
曰
、

北
天
曾　
テ

自
レ

奉
二

　
シ
テ

南
山　
ニ

一。
古
仏　
ノ

真
身
伝　
フ

二

世
間　
ニ

一。
十
万
里
程
霊
骨
暖　
也

。
三
千
年
後
異
光

斑
ツ
ラ
ナ
ル。

宋
皇
述　
テ

レ

讃　
ヲ

惑　
シ

二

生
相
一。
源
将
傾　
テ

レ

心　
ヲ

欽　
ム

二

定
顔　
ヲ

一。

晨
夕
挙
々　
ト
シ
テ

服
■
久　
シ

。
檗
峯
永　
ク

仰　
ン

五
雲　
ノ

間
。

（
仏
舎
利
賜
隠
元
禅
師
）
寛
文
己
酉
十
月
朔
日
。

舎
利
塔

〔
滅
金
を
以
て
作
る
、
高
さ
三
尺
余
〕
舎
利
五
粒
〔
塔
内
に
安
置
す
〕

脇
士
観
音

〔
坐
像
八
九
寸
許
に
し
て
、
塔
の
左
右
に
二
体
を
安
ず
〕

同
壇
（
左
）
後ご
み

水づ
の

尾を
の

院
宸
影
〔
画
図
絹
地
法
服
、
御
長
二
尺
四
五
寸
、
払
子
を
持
し
左
に
向
ひ
給
ふ
、
土と

佐さ
し

将や
う

監げ
ん

の
筆
〕
同
壇
（
右
）
韋
駄

天
像

〔
画
図
絹
地
、
立
像
二
尺
七
八
寸
許
〕

○
蔵
経
印
板
庫

〔
仏
殿
の
巽
山
上
二
町
許
に
あ
り
、
一
切
経
に
及
び
諸
論
釈
の
印
版
を
蔵
む
。
蔵
経
彫
刻
の
本
願
は
鉄て
つ

眼げ
ん

和
尚
な
り
、
寺

は
摂せ
つ

州し
う

難な
に

波は

に
あ
り
〕

普ふ

化け
の

墓は
か

〔
黄
檗
門
前
の
南
二
町
に
あ
り
。
伝
云
、
中
頃
虚
無
僧
の
祖
普ふ

化け
り

良や
う

庵あ
ん

と
い
ふ
者
の
墳
な
り
。
い
に
し
へ
此
地
は
竹
林
に
し
て
、

都
鄙
の
虚
無
僧
等
竹
を
争
ひ
截
て
尺
八
に
作
る
、
故
に
今
荒
廃
す
。
原
普ふ

化け

禅
師
は
異
国
の
人
な
り
。
此
良
庵
と
い
ふ
者
其
宗
風
を
慕
ふ
て
、



専
ら
尺
八
を
愛
し
、
四
方
に
遊
ぶ
、
世
の
人
こ
れ
を
呼
ん
で
和わ

朝て
う

普ふ

化け

と
称
す
と
な
ん
〕

浮う
き

舟ふ
ね
の

宮み
や

〔
普ふ

化け

よ
り
四
町
許
南
、
宇う

治じ

路
の
右
に
あ
り
。
源
氏
巻
宇
治
十
帖
の
内
な
り
。
祭
神
詳
な
ら
ず
。
傍
ら
に
榎
の
古
木
あ
り
、

浮
舟
の
杜
と
い
ふ
〕

三み

室む
ろ

戸と

山や
ま

〔
三み

室む
ろ

戸と

寺
の
後
山
を
い
ふ
〕

有あ
り

範の
り

卿
墓

〔
三
室
戸
寺
の
内
に
あ
り
、
有あ
り

範の
り

卿
は
親し
ん

鸞ら
ん

聖
人
の
父
な
り
、
本
願
寺
伝
記
に
見
へ
た
り
〕

万
　
　
葉
　
　
玉
く
し
げ
三み

室む
ろ

戸と

山
の
さ
ね
か
づ
ら
さ
ね
す
は
つ
ゐ
に
あ
り
は
て
ま
し
を
　
　
大
　
　
織
　
　
冠

頓と
ん

阿あ
の

庵い
ほ

〔
三み

室む
ろ

戸と

に
居
住
の
よ
し
草
庵
集
に
見
へ
た
り
、
今
旧
趾
さ
だ
か
な
ら
ず
〕

世
の
中
し
づ
か
な
ら
ず
侍
し
頃
、
三
室
戸
の
庵
室
に
て

草

庵

集
　
　
さ
び
し
さ
は
忍
び
こ
そ
せ
め
い
と
ひ
き
て
世
を
宇う

治ぢ

山
の
峯
の
松
風
　
　
　
　
頓
　
　
　
　
　
阿

宇う

治ぢ

〔
い
に
し
へ
は
莵う

道ぢ

と
書
す
。
応お
う

神じ
ん

天
皇
の
皇
子
莵
道
稚
郎
皇
子

う
ぢ
わ
か
い
ら
つ
こ
の
わ
う
じ

此
地
に
幽
居
し
た
ま
ひ
、
終
に
薨
じ
給
ふ
。
こ
れ
を
宇う

治ぢ
の

陵
と

号
す
。
延
喜
式
曰
、
莵
道
稚
郎
皇
子

う
ぢ
わ
か
い
ら
つ
こ
の
み
こ

山
城
国
宇う

治ぢ

郡
に
あ
り
、
兆
域
東
西
十
二
町
南
北
十
二
町
、
守
戸
三
烟
。
云
々
。
今
の
離
宮
八
幡
宮
は



此
皇
子
の
霊
を
祀
る
な
り
。
○
宇う

治ぢ

は
京け
い

師し

よ
り
四
里
に
し
て
都
の
巽
な
り
。
名
高
き
名
蹟
か
す

ぐ
あ
り
、
前
編
に
多
く
見
へ
た
れ
ば

こ
ゝ
に
略
し
ぬ
。
万
葉
集
に
は
千
早
振
、
宇う

治ぢ

乃
和
多
利
乃
、
多
幾
乃
屋
乃
、
阿
古
爾
乃
原
と
咏
り
。
こ
れ
ら
の
名
跡
は
今
絶
て
な
し
〕

古
今
著
聞
集
曰
　
　
京
極
大

き
や
う
ご
く

殿
の
御
時
、
宇う

治ぢ

に
白
河
院
御

し
ら
か
は
の
ゐ
ん

幸
あ
り
。
あ
ま
り
に
興
つ
き
ざ
る
に
よ
つ
て
、
今
一
日
逗
留
あ
る
べ
き
の
よ
し

を
申
さ
る
。
然
し
て
明
日
還
御
あ
ら
ば
、
花
洛
は
大
白
の
方
に
あ
た
れ
り
、
宇う

治ぢ

は
京
よ
り
南
に
あ
た
る
ゆ
へ
に
こ
れ
を
如
何
が
せ
ん
、
殿

下
遺
恨
を
い
だ
く
。
行ゆ
き

家い
へ

朝
臣
申
て
云
く
、
宇
治
は
花
洛
の
南
に
は
あ
た
ら
ず
、
喜き

撰せ
ん

が
歌
に
我
庵
は
都
の
た
つ
み
と
い
へ
り
、
然
ら
ば
何

の
は
ゞ
か
り
候
哉
と
、
殿
下
此
由
を
奏
聞
す
。
仍
て
院
の
還
御
延
引
し
給
ふ
、
殿
下
甚
感
気
あ
り
、
人
又
美
談
と
す
。
云
々
。

宇
治
十
二
景
　
　
春

岸

■

■
。

清

湍

蛍

火
。

三

室

紅

楓
。

長

橋

暁

雪
。

朝

日

靄

暉
。

薄

暮

柴

舟
。

橋

姫

水

社
。

釣

殿

夜

月
。

扇

芝

孤

松
。

槙

島

曝

布
。

浮

船

古

祠
。

興

聖

晩

鐘
。


